
第１０回 書道パフォーマンス甲子園 

（全国高等学校書道パフォーマンス選手権大会） 

予選演技・審査基準 

 
１．審査期間  

   平成２９年５月９日（火）～ ６月中旬 

 

 

２．審査方法 

  （１）審査は主催者が委嘱した審査員が採点・評価を行う。 

  （２）審査方法は、下記提出書類等の内容を審査員が評価し、採点する。 

  （３）予選審査員は、書道部門、パフォーマンス部門の審査員に分かれ、各地方ブロックで審査を行う。 

  （４）各地方ブロックにおける書道部門、パフォーマンス部門審査員の数は同数とする。 

  （５）予選審査員は公開しない。 

  （６）採点方法・順位の決定方法は下記のとおりとする。 

 

 

３．審査の対象  

   開催要項の規定に則り、撮影された書道パフォーマンスの動画及び写真 

 

 

４．採点方法・審査項目 

  審査員各自の持ち点は１００点。内訳については次の通り。 

  （１）書道部門      ①用筆の正確さ２５点  ②文字の美２５点 ③紙面構成２５点 

               ④総合２５点 

  （２）パフォーマンス部門 ①揮毫する姿の美２５点 ②情感・詩情２５点 ③パフォーマンス度２５点 

             ④総合２５点 

 
 

    【例１】各審査員審査表（書道部門） 

応募校１への評価（書道部門：審査員Ａ） 

動画・写真 書の美 用筆の正確さ 22/25 

文字の美しさ 23/25 

紙面構成 25/25 

総合 総合 20/25 

合計 90/100 

【講評】 100 字程度 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○ 

     
 

    【例２】各審査員審査表（パフォーマンス部門） 

応募校１への評価（パフォーマンス部門：審査員 B） 

動画・写真 演技の美 揮毫する姿の美 20/25 

情感・詩情 25/25 

パフォーマンス度 24/25 

その他 総合 22/25 

合計 91/100 

【講評】 100 字程度 

○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○○

○○○○○○ 

     ※応募校へは審査員の名前を伏せたうえで、自校の総得点・得点内訳・審査員講評を公開。 

       ※一般へは本戦出場校の実名・総得点・順位は公開するが、審査員各自の点数は非公開。予選敗退校については、

校名非公開だが総得点は公開。 

 

  



ブロック枠小計 100 100.0 18 2 20

0 2 18

0 3 20

九州 11 11.0 2 18

1 4 21

四国 15 15.0 3 20

0 3 20

中国 19 19.0 3 16

1 3 23

近畿 15 15.0 3 20

0 3 20

中部 13 13.0 2 15

0 2 17

関東 15 15.0 3 20

選出校数
充当数

選出校数
（最終）

ブロック内の選
出校最終割合

(%)

北海道・東北 12 12.0 2 17

ブロック
応募校数
（Ａ）

全体に占める応募

校数の割合（％）

(B)

選出校数
（20×B/100）=（C）

（小数点切捨）

ブロック内の選
出校割合(%)

（Ｃ /Ａ）

 

５．本戦出場校選出方法 

  （１）応募校を所在地別に７つの地方ブロック（北海道・東北ブロック、関東ブロック、中部ブロック、近畿ブロッ

ク、中国ブロック、四国ブロック、九州ブロック）に振分け、各ブロック別に審査得点の合計点が上位のも

のを選出する。 

  （２）地方ブロックの総選出校数は 20 校程度で、各地方ブロックの選出校数は、地方ブロック全体の応募校

数に対する各地方ブロックの応募校数の割合により決定する。 

    なお、応募があった各地方ブロックから最低１校は選出するものとする。 

  （３）各地方ブロックの選出校数は次の計算式により決定する。（小数点以下切捨） 

    地方ブロック総選出校数 × 全応募校数に占める当該ブロック応募校数の割合 ＝ 該当ブロック選出校数 

  （４）上記（３）で決定した地方ブロック選出校数の合計が地方ブロック総選出校数２０校程度に満たない場

合、不足の選出校数は、各ブロック内における選出校数の割合が低い地方ブロックから順に充当する。 

    なお、選出校割合が同じ地方ブロックがあった時は、応募校数の多い地方ブロックから順に充当する。 

   【充当例】 

     Ａブロック：選出校数３／応募校数５ ＝ Ａブロックにおける選出校割合 60％ 

     Ｂブロック：選出校数２／応募校数４ ＝ Ｂブロックにおける選出校割合 50％ 

     Ｃブロック：選出校数３／応募校数６ ＝ Ｃブロックにおける選出校割合 50％     

      ⇒  選出校割合が低く、応募校数がＢブロックに比べて多いＣブロックから充当   

  （５）審査は実行委員会から委嘱を受けた８名程度の審査員のうち、各ブロック別に４名程度が行い、その中

で地方ブロックごとに１名ずつ予選審査員長を置く。 

  （６）各審査員が審査を行うブロックについては、各審査員の専門分野や各ブロックの応募校数等を考慮し、

実行委員会が決定する。 

  （７）審査得点の合計が同点の場合、当該ブロックの予選審査員長が順位を決定する。 

 

 

 

【本戦出場校の選出例】※応募校数１００校、本戦出場校数２０校の場合 

  （一）本戦出場校数の決定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  



審査員 審査員 審査員 審査員 審査員 審査員 審査員 審査員

書A 書B 書C 書D パA パB パC パD

Ａ１ 87 88 86 85 346 1 本戦出場

Ａ２ 80 82 85 80 327 2 本戦出場

Ａ１２ 74 68 66 59 267 12

Ｂ１ 87 89 92 72 340 1 本戦出場

Ｂ２ 82 88 75 76 321 2 本戦出場

Ｂ３ 85 90 70 75 320 3 本戦出場

Ｂ１５ 70 56 62 68 256 15

Ｃ１ 82 85 88 80 335 1 本戦出場

Ｃ２ 84 70 85 78 317 2 本戦出場

Ｃ２ 79 65 85 75 304 3 本戦出場

Ｃ１３ 59 66 80 62 267 13

Ｄ１ 89 88 88 75 340 1 本戦出場

Ｄ２ 72 85 82 88 327 2 本戦出場

Ｄ３ 72 83 78 75 308 3 本戦出場

Ｄ１５ 68 65 59 66 258 15

Ｅ１ 83 90 82 98 353 1 本戦出場

Ｅ２ 85 82 79 82 328 2 本戦出場

Ｅ３ 78 77 80 78 313 3 本戦出場

Ｅ４ 88 80 75 65 308 4 本戦出場

Ｅ１９ 75 60 61 62 258 19

Ｆ１ 92 90 88 80 350 1 本戦出場

Ｆ２ 89 89 87 83 348 2 本戦出場

Ｆ３ 82 88 82 84 336 3 本戦出場

Ｆ１６ 70 70 65 68 273 16

Ｇ１ 88 88 95 88 359 1 本戦出場

Ｇ２ 79 80 94 87 340 2 本戦出場

Ｇ１０ 66 55 55 70 246 10

合計 100 20

ブロック
応募
校数

選出校数
（最終）

応募校 総得点
ブロック
内順位

備考

北海道・
東北

12 2
～　　　～　　　～　　　～　　　～　　　～

関東 15 3

～　　　～　　　～　　　～　　　～　　　～

中部 13 3

～　　　～　　　～　　　～　　　～　　　～

近畿 15 3

～　　　～　　　～　　　～　　　～　　　～

中国 19

四国 16

2

4

～　　　～　　　～　　　～　　　～　　　～

～　　　～　　　～　　　～　　　～　　　～

3

～　　　～　　　～　　　～　　　～　　　～

九州 10

 

 （二）出場校の決定 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



６．応募方法、提出物及び提出時の注意事項 

 （１）応募期間 

    平成２９年４月７日（金）～平成２９年５月８日（月）17：00 まで（必着） 

 

 （２）提出物 

  （一）動画（ＤＶＤ）・・・・1枚 

  （二）完成写真・・・・・・・5枚 

  （三）予選参加申込書・・・・1枚 

 

 （３）注意事項 

  （一）動画（ＤＶＤ） 

   ・動画の演技は 6分以内とすること。 

   ・動画は平成 29 年 1 月 1 日以降に撮影したものとする。 

   ・演技に参加する選手は 12 名以内とし、平成 29 年 4月 1日現在の在校生でなければならない※新 1年生可 

   ・冒頭「○○高校です。お願いします」で始まり、完成後作品を掲げ「ありがとうございました」で終わる。 

   ・揮毫用紙の色・種類は問わないが、大きさは概ね横 6ｍ×縦 4ｍのものとする。 

   ・動画の撮影については、次の撮影方法によること。 

     ①演技者の正面にビデオカメラを固定し、演技の全体及び揮毫中の文字が確認できるよう撮影すること。 

         ②動画は一定の倍率で撮影し、ズーム機能等を使用しないこと。 

     ③動画は演技最初から最後までを通して撮影すること。 

     ④演技中の動画を編集したと認められるものは審査対象から除外する。 

   ・紙吹雪の活用や、別用紙等の貼り付けは予選では可とする。（本戦での使用については別途定める） 

   ・ＤＶＤは、家庭用ＤＶＤプレイヤー及びＰＣにて正常に視聴できることを確認したうえで提出すること。 

 

  （二）完成写真 

   ・Ａ４カラー（普通紙での提出可） 

   ・写真の作品は提出する動画と同じ作品でなければならない。 

   ・写真は作品全体が確認できるよう撮影すること。 

 

  （三）予選参加申込書 

   ・参加者の学年、役職等は平成２９年４月１日現在で記入すること。 

   ・参加者について学校長の証明を受けたうえで提出すること。 

 

７．応募・お問合せ先 

  〒799-0497  愛媛県四国中央市三島宮川 4 丁目 6 番 55 号 四国中央市教育委員会事務局文化振興課内 

  書道パフォーマンス甲子園実行委員会事務局 

  ＴＥＬ ：０８９６－２８－６０３７     ＦＡＸ：０８９６－２８－６０６０   

E-mail:info@shodo-performance.jp        Ｈ Ｐ：http://shodo-performance.jp/ 

 

８．参加料 

 （１）３，０００円／１チーム 

 （２）本戦出場の有無に係わらず、参加登録料として平成 29 年 5月 8 日（月）17：00 までに現金書留又は銀行

振込みにて納入すること。※期日厳守 

 （３）振込先 

    伊予銀行 三島支店 普通 １８５５８７８ 書道パフォーマンス甲子園実行委員会 会長 篠原 実 

 

９．罰則事項 

 （１）動画の演技時間が 6 分を超えている場合、5点減点する。 

 （２）演技参加人数が 12 名を超えている場合、審査対象から除外する。 

 （３）完成写真と動画の作品が異なると認められる場合、審査対象から除外する。 

 （４）その他、提出物に不備や虚偽、または違反があると認められた場合、主催者で減点または失格とする。 

 

１０．その他 

 （１）予選審査提出物は返却しない。 

 （２）応募したチームは、ホームページ・プログラム・報道関係へチーム名（学校名）・個人名等の記載・放映

に承諾したものとみなす。 

 （３）予選に応募した演技動画、作品写真は公開しない。 

 （４）本基準に記載されていない事項は実行委員会で決定する。 


